
 

 

【参照条文】 

○ 予防接種法（昭和二十三年法律第六十八号） 

（定期の予防接種等を受けたことによるものと疑われる症状の報告）  

第十二条 病院若しくは診療所の開設者又は医師は、定期の予防接種等を受け

た者が、当該定期の予防接種等を受けたことによるものと疑われる症状とし

て厚生労働省令で定めるものを呈していることを知ったときは、その旨を厚

生労働省令で定めるところにより厚生労働大臣に報告しなければならない。  

２ 厚生労働大臣は、前項の規定による報告があったときは、遅滞なく、厚生

労働省令で定めるところにより、その内容を当該定期の予防接種等を行った

市町村長又は都道府県知事に通知するものとする。 

 

○ 予防接種法施行規則（昭和二十三年厚生省令第三十六号） 

（報告すべき症状）  

第五条 法第十二条第一項 に規定する厚生労働省令で定めるものは、次の表の

上欄に掲げる対象疾病の区分ごとにそれぞれ同表の中欄に掲げる症状であっ

て、それぞれ接種から同表の下欄に掲げる期間内に確認されたものとする。 

対象疾病 症状 期間 

（略） （略） （略） 

結核 アナフィラキシー 四時間 

化膿性リンパ節炎 四月 

全身播種性ＢＣＧ感染症 一年 

ＢＣＧ骨炎（骨髄炎、骨膜炎） 二年 

皮膚結核様病変 三月 

その他医師が予防接種との関連性が高い

と認める症状であって、入院治療を必要と

するもの、死亡、身体の機能の障害に至る

もの又は死亡若しくは身体の機能の障害

に至るおそれのあるもの 

予防接種との関

連性が高いと医

師が認める期間 

（略） （略） （略） 
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